
国土交通省北陸地方整備局

採用に関するお問い合わせ

［事務系］
［技術系］
ADDRESS
TEL
MAIL

人事課　管理係
企画課　企画第一係
〒950-8801 新潟市中央区美咲町1-1-1 
025-280-8880（代表）
saiyou@hrr.mlit.go.jp

●新潟交通バス時刻表 
https://www.niigata-kotsu.co.jp/~noriai/route-bus/timetable/route/
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掲載されている職員の役職等は2023年度時点のものです
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事業所の凡例
河川・道路等
港湾・空港

※掲載されている職員の役職は2023年度時点のものになります

北陸地方整備局は「河川」、「道路」、「港湾・空港」、
「官庁施設」等の社会資本（インフラ）の整備や維持管理を行っています。
各インフラの中でも大規模なもの、技術的に高度なプロジェクトを実施しており、
「地域の皆様の暮らしの安全・安心」や、「地域経済活動」に欠かせない役割を担っています。
この地域で、未来に残るインフラ整備を一緒に進めていきませんか？

新潟県
高田河川国道事務所

羽越河川国道事務所

信濃川河川事務所

信濃川下流河川事務所

阿賀野川河川事務所

湯沢砂防事務所

長岡国道事務所

新潟国道事務所

三国川ダム管理所

北陸技術事務所

国営越後丘陵公園事務所

新潟港湾・空港整備事務所

新潟港湾空港技術調査事務所

石川県
金沢河川国道事務所

能登復興事務所

金沢営繕事務所

金沢港湾・空港整備事務所

富山県
富山河川国道事務所

黒部河川事務所

立山砂防事務所

利賀ダム工事事務所

伏木富山港湾事務所

山形県
飯豊山系砂防事務所

福島県
阿賀川河川事務所

長野県
千曲川河川事務所

松本砂防事務所

大町ダム管理所

岐阜県
神通川水系砂防事務所

福井県
敦賀港湾事務所

職員数約1,800名(事務系約4割・技術系約6割)
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都市・公園
官庁営繕

河 川

道 路

砂 防

海 岸

ダ ム（管 理）

ダ ム（建設中）

国営公園

港 湾

空 港

1

2

3

14

15

16

17

4

5

18

19

20

21

22

25

26

27

23

24

28

29

6

7

8

9

10

11

12

13

より地域に密着して社会資本整備や維持管理を
行うため、73の出張所を各地域に配置していま
す。出張所には、パトロールや補修工事、許認
可など維持管理を行う出張所や新たな社会資本
整備のみ行う出張所があります。

出張所
（直江津国道維持出張所）

道路パトロール 河川の除草

出張所とは

北陸地方整備局が扱う
インフラ

8県という広大なエリアを、29の事務所・管理
所、73の出張所が各地域に密着してニーズを把
握し、社会資本整備と維持管理へ的確に反映さ
せる“地域の窓口”としての役割を担っています。

北陸地方整備局とは

北陸のビッグプロジェクト
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大河津分水路 【新潟県長岡市・燕市】

金沢港 【石川県金沢市】

朝日温海道路 【新潟・山形県境】

白岩砂防堰堤 【富山県富山市・中新川郡立山町】

お お こ う  づ  ぶ ん す い  ろ あ さ  ひ  あ つ  み  ど う  ろ

か な ざ わ こ う し ら い わ  さ  ぼ う え ん て い

～北陸地方整備局では地域に不可欠な多様なプロジェクトを推進しています～

北陸のビッグプロジェクト

0403



田中 隆洋
2010年度採用

　大河津分水路の改修事業を推進するため
の企画・調査を担当しています。大河津分水
路では、地域を洪水から守るため、川幅を広
げる大規模な事業を実施しています。本事業
ではICT等の新技術を積極的に活用しており、
技術の進化を肌で感じながら日々の業務に取
り組んでいます。
　近年では令和元年東日本台風のような大き
な災害が頻発しており、治水事業への関心や
期待がますます高くなっています。大河津分
水路は2022年に通水から１００年を迎えてお
り、これからも多くの方々からの期待に応え
られるよう、責任感を持ちながら次の１００年
に向けてこのビックプロジェクトに取り組んで
います。

洪水や土砂災害などの自然災害から、
地域の暮らしの安全・安心を守る河川事業。
このうち、北陸地方整備局では
国土保全や国民経済の点から特に重要な河川を担当し、
地域で暮らす皆様の生命や財産等を守っています。

VOICES FROM THE FIELD

金沢河川国道事務所
工務第一課 河川係長

福嶋 祐樹
2009年度採用

技術 飯豊山系砂防事務所
調査課 調査係長

山根 恭子
2016年度採用

　道路事業や河川事業に携わる部署も経験し
ましたが、現在は砂防事業に関わる調査・計
画を担当しています。砂防堰堤というと、国
道や河川堤防などと比べて普段の生活では身
近に感じることの少ない施設かと思いますが、
土砂災害から国民の生命・財産・生活を守る
という重要な役割を担っています。
　実は、土砂の移動現象というのはまだよく
わかっていないことが多く、地域に合わせた
適切な事業を行うにはしっかりとした調査が必
要となります。同じ北陸管内でも様々に特色
を感じられるのも、砂防にまつわる魅力の一
つではないでしょうか。

Kyoko YamaneTakahiro Tanaka Yuki Fukushima

　梯川は、小松市を流域とした幹
線流路延長��ｋｍ、流域面積���
ｋ㎡の一級河川です。近年の激甚
な水害や、気候変動による水害の
激甚化・頻発化に備えるため、国、
県、市等が連携して、流域全体で
水害を軽減させる治水対策、「流
域治水」を計画的に推進していま
す。また、����年�月豪雨により
甚大な被害が発生したことを踏ま
え、「梯川水系緊急治水対策プロ
ジェクト」をとりまとめ、引堤事業
や河道掘削などの対策を実施して
います。

TYPICAL WORK

梯川の流域治水
かけはしがわ

北陸地方整備局の仕事

河川
に関わる仕事
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　石川県内の一級河川「手取川（てどりが
わ）」「梯川（かけはしがわ）」の工事発注を担
当しています。特に梯川では、2022年８月
の豪雨災害により、広域にわたって浸水被害
が発生し、現在災害復旧工事を発注して、川
幅を広くするための堤防づくりや、堤防強化
のための護岸を整備しています。また、河道
内に堆積した土砂を掘削する工事も実施して
おり、工事の進め方や工程管理を考えて、業
務に携わっています。私も実際に経験したこ
とのない洪水被害を現場で見て、少しでも地
域の安全と安心のために貢献したいと思い、
仕事に取り組んでいます。

技術信濃川河川事務所
計画課 企画係長

技術

千曲川石川海岸（松任工区）利賀ダムやすらぎ堤（ミズベリング）

　大源太川第�号砂防堰堤は、信濃川水系魚野川右支川大
源太川に築造された、国の砂防事業として日本で最初に完成
したアーチ式砂防堰堤です。流麗な線形と美しい石積みが特
徴で、施設周辺は四季折々の景観を活かしたレクリエーショ
ン施設が集まる地域の観光拠点となっています。
　近年、老朽化箇所の補強が完了し、施設完成から��年以
上経った今でも現役の砂防堰堤として下流の安心・安全に寄
与し続けています。

富山県内を流れる庄川の洪水から地
域を守るためのダム建設事業。�次
元モデルの活用等、インフラDXの取
り組みも推進中
※完成イメージ図（富山県南砺市）

令和元年東日本台風により甚大な被
害が発生した千曲川。河川整備によ
るハード対策と地域連携によるソフト
対策を緊急的に推進（長野県長野市）

新潟市中心部の信濃川河川敷で｢ミ
ズベリング｣という、官民連携したに
ぎわい創出のプロジェクトを実施
（新潟県新潟市）

砂浜保全により海岸侵食や高波等
の被害を防止し、背後地の住民や
財産を守る海岸事業（石川県白山
市）

砂防
河川系の事業例

土砂災害から地域を守る
“北陸地方整備局の砂防”
北陸地域は豊かな自然に恵まれている一方、
急峻な地形、脆弱な地質を有しています。
このような地形条件のもと、北陸地方整備局では、
数多くの砂防事業を行い、
豪雨による土砂流出から地域を守っています。

大源太川第1号砂防堰堤
だい  げん  た えん  てい

ダム事業 海岸事業 緊急治水対策プロジェクト水辺のにぎわい創出

未来の安全・安心をつくる

05 06



　新潟県中越地区の国道8号・116号の維持管理を担当しています。地域と
地域を結ぶ重要な道路であり、安心・安全に通行できるように、自ら行う日々
の道路巡回や、清掃・除草・除雪等の維持作業、傷んだ舗装・橋梁の修繕等
の工事監督を行っています。
　舗装の陥没や交通事故による通行規制などの突発的な事象が発生し、緊急
的な対応を求められる場面もありますが、皆さんが当たり前に道路を通行し、
日常生活を送れるように、日々責任を感じながら一つ一つの業務にあたってい
ます。

長岡国道事務所 柏崎維持出張所
管理第二係長

小林 美憂 Miyu Kobayashi

　朝日温海道路は日本海沿岸東北自動車道の一部を構成する道路であり、新
潟県村上市の朝日まほろばＩＣと山形県鶴岡市のあつみ温泉ＩＣを結ぶ延長
40.8kmの高規格道路です。朝日温海道路の整備により、災害に強い道路
ネットワークが形成され、またこの道路がつながることで、救急搬送の範囲が
広がるほか、観光・産業への活性化も期待されます。私は設計・工事を担当
しており、朝日温海道路のような改築事業は、トンネルや橋梁等の大規模構造
物が多いため、日々、やりがいと責任感を持って業務を行っています。

新潟国道事務所
工務第一課 工務係長

松並 貴志 2012年度採用Takashi Matsunami

VOICES FROM THE FIELD

　私は道路に水道管などの工作物を設置するための占用許可に関する事務や
防災・良好な景観を目的とする電線共同溝事業の整備計画に関する事務を担
当しています。道路は一般交通だけでなく、電気・水道・ガスなど私たちの生
活に欠かせない設備を収容する空間として活用されていて、さらには社会情勢
の変化に応じて様々な施策を実施することで地域活性化や豊かなくらしに寄与
しています。
　業務では幅広く法令や技術的な知識まで必要なため悩むことも多いですが、
同僚・上司と相談しながら仕事を進めることができる職場で、難しいながら学
びも多くやりがいのある仕事だと感じています。

長岡国道事務所
管理第一課 占用係長

渡辺 祐貴 2009年度採用Yuki Watanabe

 　私の仕事は、新たな道路を造るための調査や計画、設計などの業務を担当
しています。
　道路というのは、日常の移動だけでなく、物資の輸送や災害避難等にも利
用される重要な社会インフラです。道路を造るということは、地域の方々の快
適で安全に過ごせる生活をつくるということ。ひいては人々の幸せをつくるこ
とだと私は考えています。
　また、人々を幸せにするためには、自分達が幸せでなければならないと思っ
ています。自分自身も職場のみんなも、楽しく仕事をできるということを心掛
けています。

富山河川国道事務所
計画課 道路計画係長

小林 喬 2010年度採用Takashi Kobayashi

2016年度採用

事務

技術

技術

技術

北陸地方整備局の仕事

人々の日常生活や物流に欠かせない道路。
北陸地方整備局は県と県をつなぐ、
広域的な幹線道路の整備、
維持管理という重要な役割を担い、
地域社会の発展を支えています。

人・物・情報を
未来へつなぐ

道路
に関わる仕事
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約���年前に架けられ、金沢市民に
愛され続けている「犀川大橋」。適切
なメンテナンスを行うことで、今も現
役で活躍中。（石川県金沢市）

日本屈指の交通量を処理し、新潟市
の交通を支えている新潟の大動脈。
日々欠かさず維持管理を実施。
（新潟県新潟市）

新潟・福島県境部の通行不能区間の解消を目的とし
た道路事業。高度な技術を要する事業であるため、
自治体に代わって国が整備を実施。
（新潟県三条市～福島県南会津郡只見町）

国道�号の富山県高岡インター周辺の渋滞解消を目的
に、交差する県道高岡環状線の立体化を実施。国道�
号の交通円滑化により、伏木富山港から産業拠点まで
の物流効率化が図られます。（富山県高岡市）

国道８号は糸魚川市内では日本海沿岸部を通過
しており、日本海からの荒波の影響を直接受け
る厳しい環境です。これまで補修を行ってきまし
たが、劣化が激しく補修に限界があるため、計
画的に橋梁の架け替えを進めています。計画的
な架け替えにより、国道�号はこれまで通り誰
もが安心して利用できる道路として活躍していき
ます。（新潟県糸魚川市）

糸魚川地区橋梁架替事業

犀川大橋

新潟バイパス

八十里越 六家立体

　輪島道路（延長��.�㎞）は、石川
県輪島市から富山県砺波市を結ぶ全
長約���㎞の高規格道路「能越自動車
道」の一部を構成し、����年度に一
部区間が開通しました。能登地方を中
心に大きな被害をもたらした令和�年
能登半島地震では、輪島道路も斜面
の崩落等の被害を受け、復旧工事を
実施しています。引き続き、整備を推
進し、能登地方へのアクセス強化とと
もに、安全で信頼性の高い道路交通
を確保します。

TYPICAL WORK

い と い が わ

わ  じま

輪島道路

道路系の事業例

メンテナンス（維持管理）

メンテナンス（維持管理）

メンテナンス（更新）

幹線道路ネットワーク整備 幹線道路ネットワーク整備

は ちじゅう  り  ごえ ろっ  け
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　新潟港東港区国際海上コンテナター
ミナルは、本州日本海側で最大のコン
テナ※貨物取扱量を誇り、東アジア、
北東アジア等の対外諸国と県内や背
後圏地域を結ぶ物流の拠点となってい
ます。現在は、船舶を波浪から守り安
全な貨物の荷役作業を確保するため、
防波堤整備等の機能向上を進めてい
ます。港湾の整備に伴い、背後に工
場や企業が立地することによる新たな
雇用の創出、クルーズ船寄港による賑
わいの創出など、その波及効果は広
域におよびます。※コンテナ：貨物輸
送の容器

原材料、生活物資、食料、製造品の輸出入等、
我が国の貿易量の��.�％を占める港湾。
国内外からの空の玄関口である空港。
海上輸送網の拠点となる港湾、
航空輸送網の拠点となる空港の整備等を担当し、
北陸地域の経済と暮らしを支えています。

経済と暮らし、
そして未来を
支える「港」

新潟港東港区
国際海上コンテナ
ターミナル

TYPICAL WORK

非効率な荷役の改善、
貨物量増加、施設老朽
化に対応する中央ふ頭
の再編整備
（富山県射水市）

国際物流ターミナルの
整備による幹線輸送機
能の強化
（福井県敦賀市）

滑走路端安全区域の確
保に係る各種施設の整備
（新潟県新潟市）

北陸と世界を繋ぎ、
北陸の成長・発展を支えています。

地域を支える、日本を
支える北陸の港湾

敦賀港伏木富山港

新潟空港

金沢港 大型クルーズ船寄港に対応した岸壁の整備（石川県金沢市）

八戸港で座礁した船か
ら漏れた油を回収作業
中の「白山」
（所属：新潟港湾・空
港整備事務所）

大型浚渫兼油回収船「白山」

港湾・空港系の事業例

Rina Sanei

港湾空港部
港湾計画課

眞井 里菜
2021年度採用

　北陸地方整備局管内の港湾整備に必要な
予算の要求や、港の将来的な計画の立案を
行っています。我が国において輸出入貨物量
の99.6％を取り扱う港湾は、人口や資産が
集中する島国日本の生命線であり、物流・人
流を支える交通基盤となっています。北陸港
湾を取り巻く情勢を踏まえ、事務所や地方自
治体など多くの関係者と密に連携し、業務へ
取り組むことは国ならではの仕事だと感じて
います。各港の背景や歴史を踏まえて予算の
要求を行い、地域から要請のある事業の進捗
が図られることで、私たちの仕事が「地域の
方々の暮らしを支える仕事」であることを実
感しています。

技術

Taisei Ichikawa

新潟港湾空港技術調査事務所
調査課

市川 大聖
2019年度採用

　私は港湾施設の設計業務に携わっておりま
す。日本は海に囲まれた島国であり、貿易量
の大半は船舶を利用しています。そのため
『港』は外国や国内各地を結ぶ結節点であり、
物流・人流の拠点としての重要な役割を担っ
ています。設計業務では安定的な船舶の航
行や安全な荷役作業を行うための岸壁や防波
堤の設計に取り組んでおります。
　国が行う港湾インフラ整備は大規模な事業
が多いため、ひとつの成果に大きな達成感が
あり、とてもやりがいを感じます。また、広
域にわたって各所の地域に貢献できることも
国が行える仕事ならではの魅力だと感じます。

技術技術

Taichi Mino

新潟港湾・空港整備事務所
第一建設管理官室

美濃 汰一
2018年度採用

　新潟西港における航路浚渫事業の現場監
督を担当しています。新潟西港は信濃川の河
口に位置し、人流や国内物流の拠点となる港
ですが、上流から流れてくる土砂による航路
埋没が課題となっています。船舶が安全に航
行できる水深を確保するため、海底の土砂を
すくい取る浚渫工事を年間通して実施する必
要があります。工事を進める上では、計画通
りに進まないことや様々な課題がありますが、
地域の方々の暮らしを支えることにつながる
この仕事に、大きなやりがいを感じています。

VOICES FROM THE FIELD

北陸地方整備局の仕事

港湾・
空港
に関わる仕事

03
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TYPICAL WORKS

建政部
計画・建設産業課

武田 玲南
Rena Takeda

2022年度採用

 　計画・建設産業課では、ま
ちづくりに取り組む自治体への
支援や建設業、不動産業等の
事業者に対する許可、指導監
督など、多岐にわたる業務を
行っています。現在私は、建設
業者が仕事をする上で必要な建設業許可等の審査や、建設業法に
則って建設業を営んでいるかどうか調査するため、事業所への立入検
査などを行っています。インフラの整備・維持管理など人々が生活を
する上で必要不可欠な役割を担う建設業に携わっていることや、法令
遵守に努めるよう指導監督することなど、業務の重要性や緊張感にと
てもやりがいを感じています。

事務VOICES FROM THE FIELD
VOICES FROM THE FIELD

建政部
都市・住宅整備課 企画調査係長

西村  政輝
Masaki Nishimura

2012年度採用

　都市・住宅整備課では、自
治体が進める「まちづくり」を
交付金制度の活用を通じて、
国の立場から支援する業務を
行っています。自治体が目指す
「まちづくり」に直接触れ、その
思いを受け取ることで、自治体のため、またそこに住む人々のために
なっていると思うととてもやりがいのある仕事と感じています。
　また、日本海側唯一の国営公園「国営越後丘陵公園」も担当してお
り、香りをテーマにしたばら園や里山の暮らし体験、パークゴルフ
コースなど魅力あふれる公園です。園内で来園者の笑顔が見られると
自分も嬉しい気持ちになります。

技術 技術

国土交通省では、国の行政機関が入居する「官庁施設」のほか、
除雪車両を格納する「除雪ステーション」、
道路利用者の休憩と地域振興が一体となった「道の駅」など、
多様な公共建築物を整備しています。災害時には、利用者の安全確保だけでなく、
地域における災害応急対策活動の拠点施設や避難施設など、
防災拠点としての機能も担います。

時代のニーズに対応した、公共建築

営
繕
部 

整
備
課

栗
原 
優
佳

Y
uka

 K
uriha

ra
2
0
2
1
年
度
採
用

　営繕部では、国が行政を行うための合同庁舎、税務署、ハ
ローワーク、海上保安署など様々な施設の整備や保全を行って
おり、現在私は、施設の新築・改修に関する設計や積算の業務
を担当しています。
　施設によって求められる性能や不具合の状況などが異なるた
め、それぞれを把握し、どのような施設整備が良いのか日々模
索しながら業務を行っています。
　事業の規模に関わらず関係者と多くの調整が必要なため、苦
労することもありますが、自分が担当した施設が完成した際に、
施設の職員の方に喜んでもらえると大きな達成感があります。

（富山県富山市） （新潟県長岡市）（石川県金沢市）

金沢城公園 富山駅南北接続事業 発酵ミュージアム 米蔵

若手職員研修風景

下越森林管理署村上支署

大潟除雪基地

（新潟県村上市）

（新潟県上越市）

TYPICAL WORKS

新潟美咲合同庁舎1号館、2号館
TYPICAL WORK

北陸地域の防災拠点として整備された（新潟県新潟市）

だれもが快適な生活を送るため、中心市街地の空洞化対策や良好な住宅の供給、
バリアフリーなど、様々なまちづくり活動の支援を行っています。
また、建設業や宅地建物取引業等の健全な発達のための指導、
監督業務を行っています。

だれもが住みやすい
「まち」づくりを“支援”

国営越後丘陵公園（新潟県長岡市）
TYPICAL WORK

北陸地方整備局の仕事

営繕
に関わる仕事

05北陸地方整備局の仕事

都市・
公園
に関わる仕事

04

（まちづくり）
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地域を支える仕事 01

迅速な出動で、被害を最小限に

FO C U S

防災 TEC-FORCE
　����年�月�日��:��頃、能登半島地震が発生し、ゆったりとした正月が一変
し、すぐさま初動対応に追われました。TEC-FORCE活動は様々な任務がありま
す。ある被災自治体に発災後すぐに派遣され被災地に寄り添い整備局の目や耳
となったTEC-FORCE隊員に町長さんは涙を流しながら感謝の言葉を伝えまし
た。私達は地域の生命・財産を守り、復旧・復興に全力を注ぐ任務に誇りを持っ
ています。そして何より感謝の言葉に勇気づけられます。

技術
統括防災官

齋藤 充 1987年度採用Atsushi Saito

　国土交通省への入省を希望したきっかけは、����年��月に発生した新潟県中越地震という「一
つの災害」でした。当時、学生だった私は、あまりにも「日常」から掛け離れた被災地（旧山古志
村）を目の前に言葉を失ってしまい、指導教授から「土木技術者ならば、（惨状を）何とかするには
何が良いか（最善かを）考えなさい！！」と渇を入れられました。
　入省後は、TEC-FORCEの隊員として����年�月の東日本大震災や平成��年熊本地震を始め、
����年の元日に発生した令和６年能登半島地震（私の故郷です）など「様々な災害」の被災地で調
査活動に従事しました。どの被災地でも（私の故郷でも）、被災された地域の方々が求めておられ
るのは、「少しでも早く日常を取り戻すこと」です。私たちTEC-FORCEは、この切実な想いを叶え
るために、これからも復旧・復興の呼び水となって「価値のある地道な活動」を続けて行きます。
　いつの日か、入省希望の皆様と一緒に「何とかするには何が良いか」を考える「価値のある地道
な活動」を実施する日がくることを願っています。

技術

立山砂防事務所
調査課長

村元 陽介 2006年度採用Yosuke Muramoto

VOICES FROM THE FIELD

日々の訓練も仕事

TEC-FORCEによる緊急排水活動訓練 水防団による水防訓練（月の輪工）

イベントでの防災意識の啓発活動 雪害時の乗員保護訓練
（支援物資配布訓練の状況）

冬期の道路交通確保に向けた訓練
（チェーン装着確認や立ち往生車両の移動訓練）

様々な災害に迅速に対応できるよう、関
係機関と連携した防災訓練を行っていま
す。また、地域の方と一緒に防災につい
て学べるよう、イベントを開催し、地域に
密着した防災活動を行っています。

緊急災害対策派遣隊
（TEC-FORCE）とは

除雪車による除雪支援（関越自動車道）砂防の被災状況調査（熊本県山江村）
令和2年7月豪雨 令和2年12月雪害

大規模な自然災害等に際して、被災状況の把握、被害の発生・拡大の防止、
被災地の早期復旧その他災害応急対策に対する技術的な支援を行います。
隊員は、専門的な知識や現場経験を有した全国の国土交通省職員で構成されており、
北陸地方整備局からも多くの職員が任命され、活躍しています。

河川の被災状況調査（石川県珠洲市）

令和6年
奥能登豪雨

道路の被災状況調査（石川県輪島市河井町）

令和6年
能登半島地震

迅速な対応が求められる、地震や豪雨などの大規模自然災害。常に備えを万全にし、発生した場合には、
迅速にＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）が出動。被災状況の把握、
社会基盤施設の復旧、二次災害の防止に努めます。
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インフラを支える機械の活躍
　新潟県下越地域における、除雪機械や維持用車両などの建設機械の維持・管
理を行うほか、道路排水設備や消融雪設備などの道路施設の新設・更新などの
工事を発注し、その後の監督も担当しています。
　北陸地域は降雪が多く、冬期における交通確保及び安全のために、特に消融
雪設備や除雪機械が大きな役割を担っており、この機能が失われると道路交通
に大きな支障をきたすため、機械担当の役割は大きいと感じています。
　このような業務を通して地域の人々の暮らしを支えていることを感じ、責任
を持って仕事に取り組んでいます。

地域の安全・安心な暮らしを
「機械」で支える
河川、道路の機能を発揮するために必要な
機械設備・建設機械や災害対策用機械の整備と運用管理、
建設事業の施工技術開発・支援を行い、
安全で安心な住みよい地域社会の実現に貢献します。

機  械

新潟国道事務所
防災情報課

中田 京之介 2022年度採用Kyonosuke Nakada

VOICES FROM THE FIELD VOICES FROM THE FIELD

TYPICAL WORKS TYPICAL WORKS

　電気通信設備は、拠点間を結ぶ無線通信設備・光ケーブルを活用した高速
ネットワーク設備に代表される防災通信インフラに加え、様々な施設の電気設
備、カーボンニュートラルに寄与するLED照明など、多岐にわたり、私はそれ
らの電気通信設備の整備や運用・維持管理を行っています。
　なお現在は、令和６年度能登半島地震の対応も行っており、国土交通省が所
有する防災通信設備を活用した映像やデータ伝送を担当しています。これらは
被災された地方自治体への防災情報支援に活用されています。このように、私
たちの業務が地域の人々の暮らしと安全安心を支えていることに意義を感じな
がら責任をもって業務を行っています。

社会インフラを支える
情報通信ネットワークを形成
河川や道路等の安全で安心な利用のため、
情報通信技術を用いたネットワークや情報システムの
整備、運用、維持管理をします。
災害が発生した場合には、衛星通信車等の
災害対策設備を駆使し、迅速な対応に寄与しています。

情報通信

金沢河川国道事務所
防災課 防災情報係長

佐野 友治 2016年度採用Tomoharu Sano

河川、道路の維持管理に
必要な建設機械を保有し
ています。
確実、効率的な運用を行
うため、建設機械の配備
計画を策定し、必要な装
備の検討、適切な点検整
備を行っています。↑ロータリ除雪車 ↑排水ポンプ車

↑新潟大堰（新潟県新潟市） ↑宇奈月ダム（富山県黒部市）

現場における技術的課題の解決や、
作業の効率、安全な施工などに対応
するため技術開発に取り組んでいま
す。開発した技術は、保有する建設機
械や運用するためのシステムとして活
用しています。

河川堤防法面で、転倒する可能性が
ある危険な除草作業を、機械の大型
化と遠隔操縦することで作業の安全と
効率化を図りました。

技術開発 建設機械の整備

機械設備の整備

↑大型遠隔操縦式草刈機械

強固な
情報通信ネットワーク的確な情報提供

安定的な電力供給

全国の国土交通省の拠点や都道府
県さらに防災関係機関を多重無線
回線と光ファイバ回線でネットワー
ク化し、情報を確実に伝送する通
信網を構築しています。

通信機器や河川、道路、ダム等
の施設へ安定的に電気を供給す
るための設備や、車の安全な走
行に欠かせないトンネルや橋の
照明等を整備点検しています。

迅速な災害対応
災害発生時には機動力のある通
信システムで、災害現場等の情
報を迅速に把握し、国土交通省
内はもとより、地方自治体にも
映像等を伝送し、的確な災害対
応を可能にします。

↑ヘリコプター映像伝送装置

↑湯沢町での除雪作業

↑聖高原レーダ↑道路情報板

↑受変電設備の点検

河川、道路、ダム等を適切に管理
するために、様々な機器を用いて情
報収集を行っています。集められた
情報は地域住民や施設利用者にも
提供しています。

河川、道路の土木構造物
と一体となって機能を発
揮する機械設備（河川・ダ
ム用ゲート設備、消融雪
設備等）の新設、維持管
理、更新を行っています。

技術 技術

地域を支える仕事 02 地域を支える仕事 03
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総務・経理

　北陸地方整備局では道路、河川等の整備事業などを行っていますが、なかでも会計課は各事
業にかかる予算の管理、支払を行っています。支払手続きの過程において、私は支払書類と職員
の旅費の審査を担当しています。支払書類審査では、予算が適正に使用されているかを請求書・
契約書等を見ながら確認し、旅費では行程や支払額等を確認して職員が公正な出張を行ってい
るかを審査しています。
　事業の推進に直結する仕事ではありませんが、どの事業においても支払業務は最終的に必要
です。その過程に携わることで間接的に北陸地域に貢献しているというやりがいを感じています。

総務部
会計課

永山 遥 2021年度採用Haruka Nagayama

VOICES FROM THE FIELD

　長野県から新潟県にかけて、約����k㎡に及ぶ流域を管轄している松本砂
防事務所で、砂防事業のための用地取得を担当しています。管内の北アルプ
スの急峻な地形からは膨大な土砂が流出することから、早急に砂防設備を整
備する必要性が高くなっています。災害から人命や建物を守るため、一刻も早
く必要な土地を取得することができるよう強い使命感を持って用地業務に取
り組んでいます。自分が関わって取得された土地で工事が始まり、設備が完成
したときにやりがいを感じます。

松本砂防事務所
用地課

小木曽 守洋 2023年度採用Morihiro Ogiso

VOICES FROM THE FIELD

用地事務

「総務」には、給与計算、福利厚生、庁舎管理など、
北陸地方整備局で働く職員の処遇や職場環境に関
する業務などがあります。
「経理」には、工事を発注するための契約業務、備
品等の購入をするための契約業務、国の建物などの
財産を管理する業務、工事代金の支払いなど多額
な予算執行に関する業務などがあります。

公共事業に必要となる土地の取得等とそれに伴う
損失の補償を行うため、事業計画の説明、補償対象
（土地や建物）の調査、補償金の算定、権利者との
交渉、補償契約の締結、登記、補償金の支払い等、
一連の手続きを行っています。
補償金の算定に必要となる基準は、公共事業を進め
る地方自治体に対しても、研修等を通じて説明・指
導しています。

事務

事務

地域を支える仕事 04

地域を支える仕事 05

プロジェクトの企画・構想段階の検討から、施工、その後の維持管理まで、
全てのフェーズに関わることができます。多様な経験を積むことで職員はスキルアップしていきます。

事務系職員・技術系職員で連携し、大規模なプロジェクトを進めます！！

仕事の流れ
PROJECT
CYCLE

P r o j e c t  C y c l e

北陸地方整備局の職種

技術系

土木系

事務系 ●総務、福利厚生、経理、契約に関する業務　●事業用地に関する業務　など

●河川・道路・港湾・空港・公園等の
　調査・計画・施工・管理　など

機械系 ●災害対策用機械の開発・導入・運用
●機械設備（ダムゲート等）の維持管理　など

電気系
●通信設備
　（衛星通信・光回線・無線回線）整備・管理
●カメラ映像、雨量情報の提供　など

建築系 ●官庁営繕施設、
　土木営繕施設（道の駅）等の整備　など

※技術系の試験区分であれば全ての分野で採用可

地域が抱えている課題やニーズを把握
し、必要な事業を企画・立案していきま
す。長期的な視点に立ち、未来のプロ
ジェクトの検討を進めています。

事業に必要となる土地の取得や建物等
の物件の移転に伴う損失補償について
の交渉などを行います。

入札等により施工業者を決定し、契約を締結。また工事完
了後の支払いや決済、各種物品の調達などを担当します。

START地域の声・ニーズ

3.

2.1.

仕事が 繋がり、
プロジェクトは進む。

用地取得企画・調査
計画

事務系技術系

設計・積算
技術系

現場条件を踏まえ、最適な設計・デザイン、
施工ステップ等の検討を行います。工事発
注に当たっては、必要な費用の算出を行い
ます（この作業を積算といいます）。

経理・契約
事務系

4.

維持管理
技術系

地域の皆様が安全にインフラを利用できる
よう、河川やダム、道路などの点検を行い、
必要な修繕を行います。

6.

5.

工　事
技術系

受注者が工事を進める中で、設計どおりに工事が
進んでいるかどうか、品質や安全面に問題ないか
どうか等を確認する工事監督を行います。現場の
最前線での仕事になるので、技術力も磨かれます。
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羽越河川国道事務所
村上国道維持出張所

佐々木 一翔

　私は現在、道路の維持出張所で道路パト
ロールや道路工事の監督補助等を行っています。
　道路パトロールは、道路に危険な箇所や損傷
している箇所がないか確認を行い、落下物の撤
去や、必要に応じて補修作業を実施するなど、
道路の安全を守るという重要な役割を担ってい
ます。維持出張所が担当する工事は舗装・橋
梁・トンネルなど様々な工事があり、幅広い知
識が必要となりますが、工事受注者、出張所職
員皆で協力し、工事が終わる度に自身の成長を
実感できることが、この仕事の面白さであり、
北陸の道路を支えているとやりがいを感じてい
ます。
　皆様が安心して道路を利用出来るよう日々取
り組んでいます。

Kazuto Sasaki

2021年度採用

高田河川国道事務所
経理課

吉岡 郁人

　私は契約係として、物品の購入や役務
等の入札・契約を行っています。
　契約業務では、道路や河川等の建設か
ら事務用品の購入まで幅広い範囲の調達
を行っています。競争性・透明性・品質
確保などの観点を土台とした様々な入札・
契約方式により計画的な発注を行うこと
で、円滑な事業推進の一翼を担っていま
す。
　直接的に現場に携わる事はありません
が、購入した物品が実際に活用されてい
る場面を見るととてもやりがいを感じます。

Ikuto Yoshioka

2023年度採用

新潟港湾・空港整備事務所
保全課

一越 愛莉

　私は、新潟の港湾や海岸、空港の整
備に関する発注業務に携わっております。
　工事を契約するためには、品質や性能、
施工手順等を具体的に施工者へ伝えるた
めの工事仕様書や、施工範囲等を示した
発注図面等の発注資料を作成し、その発
注資料に基づいた工事費用の算出も行い
ます。これらの発注業務は、小さなミス
が大きな費用の差になるため緊張感もあ
りますが、正確な資料を作成し工事が無
事完了したときには達成感があります。
　大規模工事の内容を把握し適正に発注
を行うため、日々学びながら責任感を
持って発注業務に励んでおります。

Airi Ichikoshi

プロジェクトの企画・構想段階の検討から、施工、その後の維持管理まで、
全てのフェーズに関わることができます。
多様な経験を積むことで職員はスキルアップしていきます。仕事が繋がり、プロジェクトは進む。

2018年度採用

富山河川国道事務所
用地第二課

福村 優華

　私は、国道の交通渋滞緩和など安全・
快適な道路整備を目的とした用地取得業
務に携わっています。事業に必要な土地
をお譲り頂くために、上司と共に土地所
有者の元へ出向き、協議内容のメモを取
り、記録を残す業務や、土地代金等の支
払い書類作成の事務を担当しています。
用地課の仕事は現場に出る機会が多いた
め、国民の皆様の声を直接聞き、話がで
きる点に魅力を感じています。土地所有
者と協議を重ねて契約を結ぶことができ
たときや、お譲り頂いた土地で実際に工
事が進められている現場を見たときに、
国の大きなスケールの仕事に私はやりが
いを実感しています。

Yuka Fukumura

2023年度採用

新潟国道事務所
計画課 計画係長

松田 衛

　私は前ポスト（長岡国道事務所 湯沢維持・
雪害対策出張所）では南魚沼地域でバイパス
事業の工事監督や指導、関係自治体との調整、
地元住民への説明に関する業務を行っていま
した。設計図や計画工程通りに工事が進むよ
う、日々工程管理や現場での施工管理、定期
的な安全パトロールを行い、事故が起きない
よう指導を行います。設計に不備があったり、
工程に遅れが生じたりした場合は、施工業者
や設計コンサルと打合せを行い、施工方法を
検討します。責任重大な業務ですが、無事故
で工程通りに工事が完了したときはとても達
成感がありました。日本有数の豪雪地帯に安
心して利用できる道路を作ることに使命感を
感じながら、日々の業務に取り組んでいます。

Mamoru Matsuda

2018年度採用

千曲川河川事務所
流域治水課

武田 尚樹

　信濃川水系では、令和元年東日本台
風において上中流域の広域にわたって甚
大な被害が発生したことから、信濃川水
系緊急治水対策プロジェクトを発足し、
緊急的にハード・ソフト対策を進めていま
す。私は、測量業務や遊水地に関わる調
査設計業務や上記プロジェクトの工事進
捗状況などをHPへ掲載する広報業務を
行っています。調査設計に携わるのは初
めてのことで分からないことや難しいと感
じることも多々ありますが、大規模なプ
ロジェクトに携わる一員として責任感を
持って日々の業務に励んでいます。

Naoki Takeda

2022年度採用

事務技術事務 技術 技術技術

プロジェクトへの関わり プロジェクトへの関わり プロジェクトへの関わり プロジェクトへの関わり プロジェクトへの関わり プロジェクトへの関わり

受注者が工事を進める中で、
設計どおりに工事が進んでいるかどうか、
品質や安全面に問題ないかどうか等を
確認する工事監督を行います。
現場の最前線での仕事になるので、
技術力も磨かれます。

地域の皆様が安全にインフラを
利用できるよう、河川やダム、
道路などの点検を行い、
必要な修繕を行います。

入札等により施工業者を決定し、
契約を締結。
また工事完了後の支払いや決済、
各種物品の調達などを担当します。

現場条件を踏まえ、最適な設計・デザイン、
施工ステップ等の検討を行います。
工事発注に当たっては、
必要な費用の算出を行います
（この作業を積算といいます）。

事業に必要となる土地の
取得や建物等の物件の移転に伴う
損失補償についての交渉などを行います。

地域が抱えている課題やニーズを把握し、
必要な事業を企画・立案していきます。
長期的な視点に立ち、
未来のプロジェクトの検討を進めています。

維持管理工　事経理・契約設計・積算用地取得企画・調査計画

PROJECT
CYCLE

19 20



DAILY LIFE OF  YOUNG STAFF
日常日常

水野 こころ

富山河川国道事務所
工務第二課

Kokoro Mizuno

ONE DAY

9:00

9:30

始業
朝が弱い私はフレックスを活用して、通常
より30分遅く出勤。通勤ラッシュも避ける
ことが出来るので、とても助かっています。
出勤したら皆さんに笑顔でご挨拶。今日も
1日頑張ります！

WEB打ち合わせ
施工業者の方と打ち合わせをしています。
分からないことは、上司や先輩に確認し、
理解するまで丁寧に教えて頂きます。

10:30

デスクワーク
パソコンと向き合い、契約関係の資料を
作成しています。苦手だったタイピングも、
少しは早く打てるようになりました。

12:00

昼食
職場の皆さんともぐもぐタイム。春から始
めた、１人暮らし。私はお弁当を作って持
参しています。週に１回は、事務所にある
食堂を利用します。ちなみに私のオススメ
は日替わり定食です��

13:00

育成プログラム
週に一回、道路管理二課長より、道路に関
する座学を受けています。私も課長のよう
な道路のスペシャリストになるべく、真剣
に話を聞き、皆さんと道路について様々な
知識を深めています。

15:00

現場技術研修会
月に1回、様々な現場に行きます。現場で
しか得られないことが沢山あるので、私は
現場が大好きです♪研修で得たことは、
毎日の業務に活かしていきます。

17:00

打ち合わせ
広報班と、意見を出し合い新しい取り組み
を考えています。　自分の意見が採用され
たときは、とても嬉しいです。

17:45

退庁
明日やるべきことを確認し、仕事を終えたら定
時ダッシュ��あっという間に1日の業務を終え
ました。退庁後は、美容院やネイルサロンへ。
モチベのための美容は、私に欠かせません★

若手職員 の
技術

DAILY LIFE OF YOUNG STAFF

2023年度採用

黒川 結加

信濃川下流河川事務所
占用調整課

Yuika Kurokawa 

ONE DAY

始業
席に着いたらメールと予定を確
認し、その日やるべきことを書き
出しています。

許認可業務
河川敷の使用に関する許認可業
務を行います。河川法や規則等
に基づいた適切な判断・処理が
求められます。

打合せ
新たに別の業務も担当すること
になったので、上司に基本的なこ
とから教わりました。

昼食
係長と事務所の近くにあるカ
フェに行きました。あまり時間が
ないので急いで食べます！

現場確認
申請場所に赴き、現地の状況を
確認します。図面を見るだけでは
なく実際に自分の目で現場を見
ることで、どのような案件なのか
把握しやすくなります。

出張所と打合せ
申請や相談の窓口である出張所
と、許認可の進捗状況や出張所
が受けた相談を共有し、迅速で
正確な河川管理に努めています。

退庁
今日は少しだけ残業しました。晩
ご飯には、ホタテフライとスン
ドゥブを作りました♪

事務
DAILY LIFE OF YOUNG STAFF

2023年度採用

森橋 洸太

北陸地方整備局
総務部 契約課

Kota Morihashi

ONE DAY

出勤
家から本局まで徒歩１０分ほど。
元気な声でおはようございます！

始業
まずはメールチェックと1日のス
ケジュールを把握します。

物品検査
各事務所の物品管理が適正に行
われているか、検査項目に則って
確認します。検査は対面と合わせ
てWebで行うこともあります。

昼食
お昼は、食堂で同期と仲良くご飯
を食べます！仕事についての情報
交換やプライベートのことなど何
でも話せて楽しい時間です！

現場視察
事前の打ち合わせで確認の必要
がある箇所について、実際に現地
で確認し理解を深めます。今日
は、伐採木の資材置き場に行って
きます！

打合せ
係内で作業の進捗状況を共有し、
業務の効率化へつなげています。

退庁
明日の予定を確認し、本日の業務
は終了です。退庁後は、同期とご
飯を食べたりバドミントンで体を
動かしたりと仕事とプライベート
の両立をはかっています！サッ
カー観戦に行くことも？

事務
DAILY LIFE OF YOUNG STAFF

2021年度採用

水上 輝希

金沢港湾・空港整備事務所
企画調整課

Teruki Mizukami

ONE DAY

出勤

8:20
家から事務所までは徒歩１５分。始
業時間の１０分前には出勤します。

始業　

8:30
まずは、１日のスケジュールやメー
ルを確認します。

打合せ

10:00
業者の方とWeb会議を行います。
工期末が近い調査業務について、解
析データ等で今後の検討方針を確
認します。

昼食

12:00
同じ事務所の若手職員と一緒に
食べることが多いです。

現場視察

13:00
クルーズ船寄港日だったので、広
報用の写真撮影を兼ねて現場視
察に行ってきました。UAVでの写
真撮影の補助も行いました。

内業（資料作成等）

15:00
事務所到着後、撮影した写真の整
理を行います。また、今後使用する
ための資料を作成します。作成後
は、上司と相談し、修正等を行い
ます。

退庁

17:15
明日の予定を確認し、本日の業務
は終了です。

技術
DAILY LIFE OF YOUNG STAFF

2022年度採用

 

土木業界の環境を変えて、
一緒に働く女性技術者を増やしていきたいです。

１年目から責任ある仕事を任せてもらい、
やりがいを感じています。勉強と経験を積み重ねて、

レベルアップしていきたいです。

今の仕事の経験を活かし、今後さらに
幅広い業務へチャレンジしていきたいです。

幅広い業務内容がある中で、様々な経験を積み、
北陸の港湾事業に貢献できるように
努めていきたいと思います。

8:30

9:00

11:00

12:00

13:00

16:00

18:00

8:20

8:30

10:00

12:00

13:00

16:00

17:15

と
あ
る
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MESSAGE
FROM STAFF

メッセージメッセージ
職員からの

小松 桜子

新潟港湾・空港整備事務所
企画調整課

Sakurako Komatsu

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

幼い頃から海が好きで、港に関わる仕事が
したいと思い、業務説明会の際に大規模な
範囲で港に携わることができることを知り、
入省を決めました。

入省時と比べて、物事を計画立てて進める
能力が付きました。仕事を効率的に行える
よう、自分の中で整理して優先順位をつけ
るように心がけています。

寄港したクルーズ船の船内見学や、港の開
港式典に参加したりなど、普段中々経験す
ることのできない経験ができ、楽しみなが
ら学ぶことができます。

2023年度採用

技
術（
港
湾
・
空
港
）

和田 拓己

港湾空港部
港湾事業企画課

Hiroki Wada

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

社会インフラ整備を行っている組織で、自
分が生まれ育った北陸を快適で暮らしやす
い環境につくり上げたいと思い、入省を決
めました。

上司や先輩に支えてもらいながら、大規模な
港湾工事の費用を算出できる経験が、自分
の専門性を日々高められていると感じます。

職場の同期と仲良くなり、日々食事を共に
したり、休日はスキーやスポーツ観戦に行っ
たり、充実した日常生活を送っています。

2023年度採用

技
術（
港
湾
・
空
港
）

山際 大輝

羽越河川国道事務所
工務第一課

Taiki Yamagiwa

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

電気系の専門分野を学んでおり、その知識
を地域や人々のために活かせる仕事がした
いと思い入省を決めました。

工事を発注するにあたり、正確な積算や工
事を安全かつ円滑に進めていくことが必要
となるため、不明点は上司や先輩職員に聞
きながら責任をもって仕事に携ることでス
キルアップを実感できています。

休暇取得やフレックス制などワークライフ
バランスが整っている職場のため充実した
プライベートを過ごせています。

2021年度採用

技
術（
電
気
）

肥田 大輝

営繕部
整備課

Daiki Hida

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

多くの人を支える場となる官庁施設の営繕
に携わり、北陸地域の安全安心な生活の実
現に貢献したいと思い入省しました。

官庁施設の営繕や災害対応など、様々な業
務に若いうちから携わることができ、幅広
い分野の知識が身につきました。

和気藹々とした職場で、終業後や休日に集
まってスポーツやキャンプをしており、公私
で充実した生活を送っています。

2022年度採用

技
術（
営
繕
）

雄谷 光

企画部
施工企画課

Hikaru Ooya

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

学校で学んでいた機械の知識を活用しなが
ら人の役に立つ仕事を行いたいと思ってい
たときに、北陸地方整備局の業務説明会に
参加したことがきっかけで入省をしました。

分からない所は自分だけで考え込まずに上
司に相談するようになりました。相談をする
ことによって業務を円滑に進められるよう
になりました。

就職して一人暮らしを始めたことで、好きなも
のを好きなときに食べられるので楽しいで
す。最初は仕事との両立ができるか不安でし
たが、今では一人暮らしを満喫しています。

2023年度採用

技
術（
機
械
）

佐藤 良太

金沢河川国道事務所
道路管理第一課

Ryota Sato

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

自分が今まで享受してきた安全で快適な暮
らしを、北陸に生まれる次世代の人たちま
で引き継ぎ、また発展させていきたい、と思
い志望しました。

色々な立場や職業の人と関わりながら仕事
をしていく中で、自分の考えをしっかり伝え
られるようになりました。

研修等も通じて、同じ事務所内だけでない
多くの同世代の人と知り合い、交流できた
ことです。

2022年度採用

事
務（
管
理
）

長井 心柚

長岡国道事務所
用地第一課

Miyu Nagai

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

震災の経験から防災業務やインフラ整備に
興味を持ち、人々の安全安心な暮らしを支
えたいと思い、入省を決めました。

暖かい職場環境から、分からないことが
あっても一人で考え込まず上司や先輩に相
談できるようになりました。

同期の住む宿舎で、一緒に長岡花火を見た
ことが楽しかったです。会場から近いのでと
ても迫力がありました。

2023年度採用

事
務（
用
地
）

和田 葉都樹

新潟国道事務所
経理課

Haduki Wada

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

道路事業を通じて交通・防災・観光など多
方面から、住みやすく魅力あふれる北陸の
まちづくりに貢献したいと思い、志望しまし
た。

知識豊富な上司に囲まれ、日々スキルアッ
プできる環境です。今後も様々な業務を経
験し、成長していきたいです。

事務所の様々なイベントに参加することが
できるので、とても楽しいです。直近では、
トンネル貫通の瞬間に立ち会いました！

2023年度採用

事
務（
総
務
）

濱浦 千歩

立山砂防事務所
調査課

Chiho Hamaura

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

地元である富山県をはじめとした北陸地方
で暮らす人たちが、安心して生活できる環
境を支えたいと思い、入省を決めました。

分からないことは積極的に質問するように
心掛けています。たくさん助けていただき
ながら、少しずつわかることも増えてきて楽
しいです。

同期と仲が良く、仕事終わりや休みの日に
も一緒にご飯に行ったり、遊びに行ったりし
て楽しんでいます。

2023年度採用

技
術（
砂
防
）

山越 栞奈

道路部
道路計画課

Kanna Yamakoshi

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

父親が建設業に携わっており、幼い頃から
工事現場を見る機会も多く、生まれ育った
北陸地方のまちづくりに携わりたいと思い
入省を決めました。

社内の人だけでなく、部署によっては地元
の方、自治体の方や受注者さんとのやりと
りもあることから、幅広い年齢層の方と話
すスキルが身についたと思います。

休暇が取得しやすい職場なので、業務の進
捗状況をみて、休暇を取得し家族や友人と
旅行へ行くことが楽しみです。

2015年度採用

技
術（
道
路
）

上野 佳大

企画部
技術管理課

Yoshihiro Ueno

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

市役所にも合格していたため最後まで悩み
ましたが、決め手は業務説明会でした。悩ん
でいる方は是非参加してみてください。

初めは業務が計画通りに進まず苦労しまし
たが、失敗を踏まえて計画を立てることで
余裕を持って業務を進めることができるよ
うになりました。

異動で新しい人に出会い、人との輪が広が
るのが楽しいです。困りごとがあれば、これ
まで出会った人に相談して解決することが
多いです。

2015年度採用

技
術（
河
川
・
道
路
）

溝上 凌雅

新潟国道事務所
工務第一課

Ryoga Mizokami

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

地域住民の方々が毎日のように利用する道路の
活性化に携わりたいと思い、道路がつながり、利用
しやすくなる過程を間近で見れることで仕事に対
してやりがいを感じれるので入省を決めました。

人との関わり方や言動を心掛けるようにな
りました。様々なことを経験・失敗し、知識を
身につけたいという気持ちを強く持つこと
でタフに生きていけるようになりました。

関東から北陸へやってきた身からすると環境
が全然違う場所で様々な経験ができている
ので、人生豊かになっています！ また、人との
つながりも多くあり、良い刺激になります。

2023年度採用

技
術（
道
路
）

江藤 聡志

富山河川国道事務所
道路管理第二課

Satoshi Eto

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

近年、頻発している豪雨･豪雪などの自然災
害に最前線で関わっている「防災」で、ふる
さと北陸を守りたいと思い入省しました。

物事を広く見る力が培われました。行って
いる仕事には数年～十数年規模のものが
多く、過去のこと、未来のことを考えて行動
しています。

一つの大きな仕事をチーム一丸となって成
功させた時はとてもやりがいを感じました。
事業が大きいと完成までも時間がかかりま
すが、その分達成感があります。

2020年度採用

技
術（
道
路
）

奥堂 観月

信濃川河川事務所
工務課

Miduki Okudo 

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

業務説明会で丁寧に対応してもらい、働い
ている自分をイメージすることができたの
で入省を決めました。

頼まれた仕事には「これは何のためにやる
のか」を考え、作業の前後に他に何が必要
になるか、自分で考えて効率的に仕事がで
きるようになりました。

様々な趣味を持つ方がいるので、休日は職
場の人とスノーボード、登山、ゲーム大会に
味噌造りまで！?新しいことに挑戦できるこ
とが楽しいです。

2021年度採用

技
術（
河
川
）

どのように
成長できた？入省理由は？ 楽しかったことは？

細川 哲

企画部
情報通信技術課

Satoshi Hosokawa

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

前職で培った電気通信設備の工事や維持管
理の技術や知識を十分に活用できて、自分の
生まれ育った地元への地域貢献ができる職
業に就きたいと考え、入省を希望しました。

主に電気関係の仕事を専門にしていました
が、通信設備や情報システムといった幅広
い知識が求められるため、その点について
は成長したと思います。

設備の更新工事や日常の維持管理を通じ
て、自分の担当している現場や設備が健全
に稼働している状況を確認出来たときは感
無量の思いでした。

技
術（
電
気
）

2021年度採用

経
験
者
採
用

後藤 大地

北陸技術事務所
雪害防災減災課

Daichi Goto

入省理由は？

入省時からの成長

就職してからの楽しかったこと

高校・大学と民間企業で学んだ機械系の知識と
経験を生かし、生まれ育ち、お世話になっている
北陸地方で、地域貢献度の高い設備や技術に関
わる仕事をしたいと思い、入省を決めました。

自分の考えや方向性を受注者へ正しく伝
え、効率的な運用・管理が行われるように業
務をマネジメントする力が身に付きました。

普段は簡単に見ることができない機械設備
や、災害対策車両などの最新技術を間近で
見学して触れることができるので、学びに
なり楽しいです。

2022年度採用

技
術（
機
械
）

経
験
者
採
用
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所　長

舟川 幸治

金沢港湾・空港整備事務所
所長

「2050年カーボンニュートラルの
  実現に向けた港湾の取組を体験しませんか。」

技術

›››

1984年度採用

Koji Funakawa

2022年度
港湾空港部港湾高度利用調整官

洋上風力発電事業が新潟県村上市・胎内市沖で動き始めてい
ますが、国が行う発電事業者の公募手続きにおいて港湾利用
に関する質疑対応など緊張感を持って直接行えたことは、私に
とって新しく、これまでにない貴重な経験をさせていただきまし
た。洋上風力発電などの港湾区域や臨海部でのカーボン
ニュートラルの取組は、益々増えていくと考えており、今後の技
術革新とともに、更に推進されることを期待しています。

Career

これまでのキャリアの中で印象深かった
勤務地や出来事

キャリアパスと研修制度 様々な部署で多様な仕事を経験し、エキスパートとして大きく成長。
さらに、充実した研修であなたのスキルアップをサポートします。

課　長

小嶋 繁香

阿賀野川河川事務所
総務課

1995年
1997年
1999年
2002年
2007年

2008年
2010年
2012年
2015年
2019年
2021年
2022年
2023年

●
●
●
●
●
 　
●
●
●
●
●
●
●
●

北陸地方建設局（現：北陸地方整備局）
高田河川国道事務所 用地第二課
信濃川下流河川事務所 用地課
阿賀野川河川事務所 総務課
信濃川下流河川事務所
三条出張所 事務係長
阿賀野川河川事務所 満願寺出張所 事務係長
長岡国道事務所 小出維持出張所 事務係長
信濃川下流河川事務所 経理課 契約係長
用地部 用地企画課 管理係長
総務部 会計課 予算係長
長岡国道事務所 経理課 経理課長
新潟国道事務所 経理課 経理課長 
阿賀野川河川事務所 総務課 総務課長

「チームワークで大変なときを
   乗りこえた経験が、
  今の自分を支えてくれています」

事務

›››

1995年度採用

Shigeka Kojima

2019年度～2020年度
総務部 会計課 予算係長

北陸地方整備局全体の予算に携わり、予算の動き
から事業の全体像を知ることができました。部下
が増えて最初は戸惑いましたが、チームワークで大
変なときを乗りこえ一緒に成長できた経験は、私に
とって大切な財産です。

Career

これまでのキャリアの中で印象深かった
勤務地や出来事

係　長

親松 康義
河川部地域河川課

2008年
2009年
2011年
2013年
2015年
2016年
2018年
2020年
2022年

●
●
●
●
●
●
●
●
●

北陸地方整備局 入局
飯豊山系砂防事務所 調査・品質確保課
新潟港湾・空港整備事務所 海岸課
阿賀野川河川事務所 工務課
信濃川下流河川事務所 関屋出張所 技術係長
湯沢砂防事務所 調査課 調査係長
信濃川河川事務所 調査課 調査係長
信濃川河川事務所 工務課 工務係長
河川部 地域河川課 計画係長

「大規模なプロジェクトへ関わる
  充実感と達成感を得られます。」

技術

›››

2008年度採用

Yasuyoshi Oyamatsu

2019年度
信濃川河川事務所
調査課 調査係長

本勤務地で第一子が生まれました。運良く出産にも
立ち会え、病室で仕事の電話をしていると、妻が看
護師さんから「旦那様の電話口から140億円と聞こ
えたけど、どんなお仕事されているの？」と聞かれた
そうです。当時担当していた大規模災害関連事業の
話でしたが、仕事の規模感を客観的に感じられ、事業
採択された時には特に達成感がありました。

Career

これまでのキャリアの中で印象深かった
勤務地や出来事

1984年
1987年
1991年
1994年
1997年
2002年
2005年
2007年
2011年
2013年
2015年
2019年
2022年
2023年

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

第一港湾建設局（現:北陸地方整備局） 入局
国土庁大都市圏整備局 計画官付 係員
運輸省港湾局 開発課調査課係 係員
運輸省港湾局 海岸・防災課海岸係 係員
第一港湾建設局 伏木富山港工事事務所工務課 工務第三係長
中部国際空港(株)建設事務所 技術総括グループ 副長
北陸地方整備局 港湾空港部 港湾事業企画課 事業第三係長
北陸地方整備局 企画部 技術管理課基準第二係長 
北陸地方整備局 港湾空港部 港湾物流企画室 課長補佐
東北地方整備局 秋田港湾事務所 沿岸防災対策官
北陸地方整備局 港湾空港部 港湾空港・整備補償課 課長補佐
新潟市都市政策部 港湾空港課 参事・課長
北陸地方整備局 港湾空港部 港湾高度利用調整官
北陸地方整備局 金沢港湾・空港整備事務所 所長

●国土交通行政（上級・事務）等研修

●管理者（事務所課長・出張所長）  
●新任副所長研修等

●経済  ●法律  ●用地事務（中級）等研修

●新任係長等研修  ●国土交通行政中級研修  ●広報広聴

●河川・ダム管理技術  ●道路構造物管理実務者  
●現場技術等研修

On the Job TrainingOJT

●新規採用職員研修（事務）  ●総務  
●会計・契約等研修

●新規採用職員研修  ●雪寒行政・雪寒現地研修
●国土交通行政初級研修

●新規採用職員研修（技術）・基礎技術 ●河川行政  
●道路行政等研修

係　員

新規採用職員向け研修を一部ご紹介

除雪作業実習 雪崩・雪庇パトロール実習

コンプライアンスの講義 課題実習（グループ討議）

受注者との打合せ 現地調査

工事立会 維持管理（橋梁点検）

新規採用職員研修 　国家公務員としての使命や心構え、基
礎的な知識などを身に付けます。同期との仲も深まります。

雪寒研修 　北陸地方整備局ならではの研修として、採用1年
目の新規採用職員全員が受講します。

日常の業務を通じた経験の中で
必要な知識・技術を身につける

キャリアパスに応じた研修の一例

●国土交通行政（上級・事務）等研修 ●管理事務指導

●管理者（事務所課長・出張所長）  
●新任副所長研修等

●コンプライアンス指導者養成

●国土交通行政（上級・技術）  ●検査監督  ●危機管理等研修 ●管理技術研究

事務・技術

事　務

技　術

CAREER PATH AND TRAINING SYSTEM
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国土交通省北陸地方整備局

採用に関するお問い合わせ

［事務系］
［技術系］
ADDRESS
TEL
MAIL

人事課　管理係
企画課　企画第一係
〒950-8801 新潟市中央区美咲町1-1-1 
025-280-8880（代表）
saiyou@hrr.mlit.go.jp

●新潟交通バス時刻表 
https://www.niigata-kotsu.co.jp/~noriai/route-bus/timetable/route/

信濃
川

JR新潟駅

白山駅関屋駅

新潟県庁●
南
口笹出線

北陸地方整備局
紫鳥線

女池IC 弁天IC
新潟バイパス

鳥屋野潟

北陸自動車道 日本海東北自動車道
新潟中央IC

↓ 磐越自動車道

「美咲合同庁舎」バス停下車、
または「出来島変電所」バス停下車、約400m

新潟
小須戸
三条線
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令和７年度

2025
採用案内
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（採用担当）

採用HP 　　　X
（採用担当）

HP

掲載されている職員の役職等は2023年度時点のものです
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